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著作権について

本書の内容はMICRO-STAR INTERNATIONALおよびエムエスアイコンピューター
ジャパン株式会社の知的所有物です。万全を尽くして本書を作成しました

が、内容の正確性について保証するものではありません。弊社の製品は継続

的に改良されており、本書の内容を将来予告なく変更することがあります。

商標

本書に記載されているすべての商標は各会社の所有物です。

NVIDIA、NVIDIAロゴ、DualNetまたはnForceはNVIDIA Corporationの商標または登
録商標です。

AMD、Athlon™、Athlon™ XP、Thoroughbred™及びDuron™はAMD Corporationの
登録商標です。

Intel® 及び Pentium®はIntel Corporationの登録商標です。
PS/2及びOS®/2はIBM Corporationの登録商標です。
Windows® 95/98/2000/NT/XP はMicrosoft Corporationの登録商標です。
Netware®はNovell,  Incの登録商標です。
Award®はPhoenix Technologies Ltdの登録商標です。
AMI® はAmerican Megatrends Incの登録商標です。

改訂履歴

改 訂           履歴   日付

V4.0  製品第一版PCB 4.X  2007年5月
(Intel 945G/GC/GZ & ICH7)

技術サポート

ご自身でチェックされてもどうしても解決できない場合や、万一製品に破

損・不具合が発生してしまった場合は、下記の方法で対処してください。

本製品をシステム(完成パソコン)としてご購入された場合は、まずシステ

ムをお買い求めになられたパソコンショップにお問い合わせください。

   よくあるお問い合わせ（FA Q）
                http://global.msi.com.tw/index.php?func=faqIndex

MS Iダイレクトサポートセンター：

    Tel 03-5817-3708（平日11:00～18:00）
    FAX 03-5817-3387
    E-Mail support@msi.com.tw

http://global.msi.com.tw/index.php?func=faqIndex
mailto:support@msi.com.tw
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安全について

注意：規格が異なる電池と交換すると、電池が破裂する危険があり

ます。必ずメーカーが推奨する電池または全く同等の電池と交換し

てください。

1. 以下の注意事項を必ず読んでください。

2. このマニュアルは必ず保管してください。

3. 本製品を湿度の高い環境下に置かないでください。

4. セットアップに入る前に本製品を水平な平面に置いてください。

5. ケースに開いている穴は本製品の過熱を防ぐための空気の通り道です。
絶対にふさがないでください。

6. 電源の電圧を確認し、11 0 / 2 2 0 Vに設定してから電源コードをコンセント
に接続してください。

7. 電源コードは、人がつまずくような場所には置かないでください。電源
コードの上にものを置かないでください。

8. 拡張カードや追加モジュールを装着する前に、必ず電源コードを抜いて
ください。

9. 本書上に記載されている注意事項や警告は必ず確認してください。

10. 本製品にある穴に電気的ショックを引き起こすような液体を注がないで
ください。

11. 以下の場合はサービス担当者のチェックを受けてください。
  ● 電源コードまたは電源プラグが破損している。

  ● 製品内に液体が入った。

  ● 製品が蒸気にさらされた。

  ● 製品が動作しない、またはマニュアル通りに設定できない。

  ● 製品を落とした、または破損した。

  ● 製品が明らかに壊れたと認識できる状態。

12. 無条件に保管温度が60℃を超える環境下に本製品を置かないでください。
製品が破損することがあります。
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F C CクラスB適合装置に関する記述

本製品は、F C C規定第1 5部に準拠する、クラスBデジタル機器製品です。本製
品は主に商工業地区で使用されることを想定しており、密集した住宅地なと

で使用した場合は無線通信やテレビ・ラジオ等に雑音が入る場合がありま

す。（高調波障害）

このような障害が発生した場合、それを改善するために掛かる費用は、使用

者の負担となります。また、本製品を弊社の定める以外の方法で分解・改

造・修理等行った場合は、F C Cの定める基準に適合できなくなる恐れがありま
す。

万が一高調波障害が発生した場合、システムの電源を切ることによって、こ

の装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。システムの電源を切っ

て障害が改善する場合、本装置またはその周辺機器が干渉の原因になってい

ると考えられます。装置が他の機器に干渉する場合は、以下の方法で干渉が

起きないようにしてください。

・干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナを調整してくださ 

い。

・問題の起きている機器から離れたところに装置を移動させてください。

・コンセントの場所を変更してください。

上記の処置で解決できない場合は、弊社カスタマーサービスセンターか最寄

りの販売店にご相談ください。

本装置に接続するケーブル類は、できるだけシールドカバーがついた物をご

使用ください。

Micro-Star International
MS-7267

本製品はF C C規定第1 5部に準拠しており、使用にあたっては以下の2つの条
件を前提とします。

( 1 )  本製品が有害な干渉を引き起こすことはありません。
( 2 )  本製品は他の機器の干渉を受けることがあり、それによって予期せぬ動
作が引き起こされる場合があります。
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WEEE (Waste Electrical and Electronic Equipment) Statement
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Getting Started

はじめに

第1章

この度は945GM5/ 945GCM5/ 945GZM5シリーズ(MS-
7267 v4.X) Micro-ATX マザーボードをお買い上げい
ただき、誠にありがとうございます。9 4 5 G M 5 /
945GCM5/ 945GZM5シリーズはIntel® 945G/ 945GC/
945GZと Intel® ICH7を採用したマザーボードで Intel®
Core 2 Duo/ Pentium D/ Pentium 4/ Celeron D Series
LG A7 75プロセッサーをサポートします。本製品は
デスクトップソリューションとして高いコストパ
フォーマンスを提供します。
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プロセッサー

- LGA775のIntel® Core 2 Duo/ Pentium D/ Pentium 4/ Celeron Dシ
リーズプロセッサーをサポート
最新のCPU対応については下記のURLを参照してください。

http://global.msi.com.tw/index.php?func=cpuform

サポートのF S B
- 1066/ 800/ 533 MHz (945GM5シリーズ用)
- 800/ 533 MHz (945GCM5/ 945GZM5シリーズ用)

チップセット

- ノースブリッジ: Intel® 945G/ 945GC/ 945GZチップセット
- サウスブリッジ: Intel® ICH7チップセット

メ モ リ

- DDR2 400/ 533/ 667 SDRAM (4GB Max,945GM5シリーズ用)
- DDR2 400/ 533 SDRAM (2GB Max,945GCM5/ 945GZM5シリーズ用)
- 2 DDR2 DIMMs (240ピン/1.8V)
(最新のメモリモジュール対応表は下記のホームページを参照ください。

http://global.msi.com.tw/index.php?func=testreport)

LAN (オプション)
- Realtek 8111Bの10/100/1000 Fast Ethermetをサポート
- Realtek 8101Eの10/100 Fast Ethermetをサポート

オーディオ

- Intel® ICH7内蔵High Definition linkコントローラー
 - Realtek ALC883/ ALC888 7.1CHオーディオコーデック

- Azalia 1.0スペックに準拠

IDE
- ICH7の1 IDEポート
- Ultra DMA 66/100モードをサポート
- PIO、バスマスタなどのオペレーションモードをサポート

SATA
- 四つのICH7SATA ポート
- SATA IIデバイスを四つまでサポート
- 最大300MB/sまでのメモリと転送速度をサポート

フロ ッ ピ ー

- 1フロッピーポート
- 360KB/720KB/1.2MB/1.44MB/2.88MBのFDD1個接続可能

マザーボードの仕様

http://global.msi.com.tw/index.php?func=cpuform
http://global.msi.com.tw/index.php?func=testreport)
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Getting Started

コネクター

バックパネル

- 1 PS/2マウスポート
- 1 PS/2キーボードポート
- 1シリアルポート
- 1 パラレルポート、SPP/EPP/ECPモードをサポート
- 1 VGA ポート
- 4 USB 2.0 ポート
- 1 LAN ジャック
- 6 オーディオジャック

オンボード周辺機器
- 1 COM2ピンヘッダー
- 1 ケース開放ピンヘッダー
- 2 USB 2.0ピンヘッダー
- 1 SPDIF-outピンヘッダー(HDMIグラフィックスカード用のみ)

スロ ット

- 1 PCI Express x 16スロット(945GM5/ 945GCM5シリーズ用のみ)
- 1 PCI Express x1スロット
- 2 PCIスロット(3.3V/ 5V PCIバスインターフェイスをサポート)

寸 法

- Micro-ATX (24.5cm X 22.0 cm)

取 付 穴

- 6穴
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マザーボードのレイアウト

945GM5/ 945GCM5/ 945GZM5
(MS-7267 V4.X) Series Micro-ATX Mainboard
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上記のレイアウト図は開発中のものであるため、改良により予告な

く変更する場合があります。予めご了承ください。
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Getting Started

同梱物一覧

電源ケーブル

SATAケーブル
(オプション )

取扱説明書

製品保証書

マザーボード本体

ドライバー/ ユーティ

リティCD-ROM

IDEケーブル
(オプション )

IOシールド

同梱物について不明な点がございましたら弊社カスタマーサービスセンター
にお問い合わせください。弊社が正規に販売した製品でない場合は、お客様
のご要望に添えない場合がございますので予めご了承ください。
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MSIスペシャル機能

Core Center
システム管理ツールである Core Centerは付属のドライバーCD-ROMに収録さ
れています。 Core Centerはリアルタイムでシステムの状況をモニターし、必
要に応じて設定を変更することが可能です。左サイドには、システム情報を
表示します。項目は3.3V、+5 V及び12 Vです。右サイドにはCP U、システム温
度、ファン回転数などを表示します。

左右両サイドの赤い三角形のボタンを押すと、サブメニューが表示されま
す。このサブメニューでは、警告メッセージを発する閾値（しきいち）を設
定します。
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Getting Started

サブメニュー (左 ) : システムステータス表示
サブメニューの左側では、F SB、V core、メモリー電圧、A GP電圧などの設定
を変更します。項目を選択して[+] [- ]ボタンで数値を変更し、[OK]ボタンで決定
します。[Save]ボタンで変更した数値を保存します。[Auto]ボタンをクリックす
ると、システムがリブートを行うまで自動的にC P Uをオーバークロックし、
オーバークロックの最大値を算出します。 [ Def aul t ]ボタンで設定値を初期値に

戻すことができます。

サブメニュー (右 ) : ハードウェアモニター
サブメニューの右側ではC P Uをはじめとする各種温度、ファンの回転速度のア
ラーム設定を行います。スライドバーで設定値を変更し、 [ O K ]ボタンで決定し

ます。設定した数値に達するとソフトウェアは警告アラームを発信します。
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Hardware Setup

ハードウェアセットアップ

第2章

この章ではハードウェアの取り付けて順について
説明します。パーツの取り付けに際して、各種
パーツの取り扱い及び取り扱い手順は細心の注意
を払ってください。誤った方法でパーツを取り付
けると、パーツに回復不能な破損をもたらした
り、あるいはシステムの動作が不安定になる場合
があります。静電気によるパーツの破損を未然に
防ぐため、パーツに触れる際には必ず帯電防止バ
ンドをつけてください。
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CPU, p.2-3

DIMM1/2, p.2-7

CPUFAN1,
p2-14

JCI2, p2-14

PWRCONN1, p.2-9

ATX1, p.2-9

Back Panel,
p.2-10

PCIE_X16,
p.2-20

PCI 1~3,
p.2-21

JAUD1,
p.2-16

CD_IN1,
p.2-15 JUSB1/2,

p.2-17

JBAT1, p.2-19

JFP1/JFP2,
p.2-15

SATA1~4,
p.2-13

SYSFAN1,
p.2-14

IDE1 ,
p.2-12

PWRFAN1,
p.2-14

FDD 2 ,
p.2-12

JCOM1,
p.2-18

JSPD1,
p.2-16

クイックコンポーネントガイド

上記のレイアウト図は開発中のものであるため、改良により予告
なく変更する場合があります。予めご了承ください。
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Hardware Setup

CPUに関する注意事項

本製品はLGA775 Intel® Pentium 4シリーズのプロセッサーに対応したマザーボー
ドです。C P Uの過熱を防ぐためにヒートシングと冷却ファンを必ず装着しま
す。ヒートシングと冷却ファンが取り付けられていない時は、ヒートシング
と冷却ファンを購入し、取り付けてから、コンピューターの電源を投入して
ください。最新のC P U対応表は下記のホームページからご参照ください。
http://global.msi.com.tw/index.php?func=cpuform

注意！

1. CPUが過熱な発熱を起こすとCPUが破損する場合があります。組み立
て後の最初の起動の際に、冷却ファンが正常に動作することを必ず
確認してください。

2 .  C P Uとヒートシングの間に冷却グリースを塗ると、より効果的な放
熱ができます。新品のヒートシンクを使用する場合、多くの製品で
はシリコングリスが予め塗布されています。

3.  CPUを交換する場合は必ずコンセントからATX電源コードを抜いて上
で行ってください。通電中のCPUの交換はCPUの破損を招くだけでな
く、感電する危険性があります。

LGA 775 CPUについて
LGA 775 CPUの正面
必要に応じてシリコングリス
を塗布してください。

黄色い矢印マークが指した方向をピ
ン１の方向に向けて装着します

LGA 775 CPUのpin-pad側
裏面のp i nには決して触れな
いでください。

黄色い矢印マークが指した方向をピ
ン１の方向に向けて装着します

Alignment  Key Alignment  Key

http://global.msi.com.tw/index.php?func=cpuform
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注意！

1.システムを起動する前に CP Uクーラーがしっかり装着されることを確認し
てください。

2. 損傷を防ぐために、CP U裏面のp i nには決して触れないでください。
3.CPUランドサイドカバーの利用可能は CPUのパッキングで決まられます。

2. C P U ソケットレバー側からソ
ケット保護カバーをゆっくり外
します。

1. CPUのランドサイドカバー(端子
保護カバー )を外します。

3. C P Uソケットのピンが露出した
状態になります。

CPU&クーラーのインストール
C PUを取り付ける場合には、オーバーヒートを防ぐためにヒートシンクとクー
ラーをCP Uに密着するように確実に取り付けてください。もしCP Uクーラーが
ない場合には販売店様にご購入後ヒートシンクとクーラーを取り付けてくだ
さい。また、ヒートシンクをC P Uに装着する場合には必ず必要に応じてシリコ
ングリスを塗布してください。
下記の手順に従って正しくCP UとCP Uクーラーを装着してください。装着方法
を誤ると最悪の場合はC P Uやマザーボードなどの破損を招きます。

4. レバーを固定プレートのフック
から外します。 .
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6. CPUのalignment key（位置決め
の窪み）とC P U ソケットの
「出っ張り」を合わせて、装着
する向きを決定します。

8. 固定プレートをゆっくり下ろ
します。

7. CP Uが正しくソケットの収まっ
ていることを確認してくださ
い。

alignment
key

5. レバーと固定プレートを起こ
します。
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注意！

1.組み立て後の最初の起動時にC P Uファンが正常に動作することを確認し
てください。

2.ソケットに添付されるプラスチックカバーは捨てないでください。CP U
を外して保管する場合は、このプラスチックカバーを装着し、ソケッ
トのピンを保護してください。ンを保護してください。

10. CPUクーラーの四隅のピンをマ
ザーボードの固定穴にあわせ、
ゆっくりと押し込みます。

12.マザーボードを裏返して、裏面
に出たプッシュピンの先が開
き、正しくロックできたことを確
認します。

1 1 .位置が正しいことを確認した
ら、フックが固定されるまで
プッシュピン押し込みます。

9. レバーを下ろしてフックに固定
します。

locking
switch
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メモリ

本製品は240ピンnon-ECC DIMMスロットを二つ設けており、デュアルチャンネ
ル技術で最大で2GB(945GCM5または945GZM5)/4GB(945GM5)のメモリをサポー
トします。
最新のメモリモジュール対応表は下記のホームページを参照ください。

http://global.msi.com.tw/index.php?func=testreport

DDR2
240-pin, 1.8V

Dual-Channel: Channel A in GREEN; Channel B in ORANGE

Dual-Channel Memory Population Rules
デュアルチャンネルモードがシステムの性能を高めることができます。以
下のデュアルチャンネルモードでのソケットルールの実例を参照してくだ
さい。

64x2=128  pin56x2=112  pin

 DIMM1

 DIMM2

注意！

- D D R 2モジュールとD D Rモジュールは互いに規格の互換性がありませ
ん。本製品ではD D Rモジュールを使用することはできません。

- デュアルチャンネルアクセスで有効にするには同一のメモリを2本装着
してください。

- メモリスロットはD I M M1を優先的に使用してください。

http://global.msi.com.tw/index.php?func=testreport


MS-7267 Mainboard

2-8

Volt Notch

DDR2モジュールの装着
1 .メモリモジュールは中央に一つだけの切れ欠きが設けられており、このた
め、間違った向きでは差し込めないようになっています。

2.DIMMメモリモジュールをDIMMスロットに垂直に差込ます。

3 . D I M Mスロットの両側にあるクラスチップクリップが自動的に固定します。

注意！

手ごてえが固く手うまく差し込めない場合は無理に力を入れず、左右が
傾かないよう水平を保った状態でゆっくり押し込んでください。
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電源

PIN SIGNAL

13 +3.3V
14 -12V
15 GND
16 PS-ON#
17 GND
18 GND
19 GND
20 Res
21 +5V
22 +5V
23 +5V
24 GND

PIN SIGNAL

 1 +3.3V
 2 +3.3V
 3 GND
 4 +5V
 5 GND
 6 +5V
 7 GND
 8 PWR OK
 9 5VSB
10 +12V
11 +12V
12 +3.3V

 Pin Definition

pin 12

pin 13

PWRCONN1

1

3 4

2

ATX1

ATX 24ピン電源コネクター: ATX1
AT X 電源 2 4 ピンコネクタを接続します。接続の際には
コネクタの向きに注意して奥までしっかり差し込んでくだ

さい。通常はコネクターのフックの向きを合わせれば正し

く接続されます。2 0 ピンの AT X 電源も使用可能です。その
場合には、11, 12, 23 & 24ピンは使用しません。

ATX 12V電源コネクター: PWRCONN1
1 2 V電源コネクターは、C P Uへの電源供給で使用だれます。

1

12 24

13

注意！

1.  本製品を動作させるために全てのコネクターは正しく接続してください。
2.  3 50 W以上の良質な電源ユニットを使用してください。

PIN SIGNAL

1 GND
2 GND
3 12V
4 12V

Pin Definition
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バックパネル

マウス / キーボードコネクター
マザーボードはPS/2、マウス/キーボードを接続するための標準PS/2、マウス/
キーオードミニD I Nコネクターが各一個ずつ設けられています。

パラレルポートコネクター
パラレルポートはE P PとE C Pモードをサポートした標準ポートです。

シリアルポートコネクター
16550Aチップを採用した16バイトFIFOにてデータ転送を行います。このコネ
クターにシリアルマウスまたは他のシリアルデバイスを接続できます。

V G Aコネクター
V G AモニターとしてD B 1 5ピンメスコネクターを搭載しています。

USB コネクター
本製品にはキーボード、マウスなどのUSB機器を接続するためのOHCI (Open
Host Controller Interface) Universal Serial Bus rootが搭載されています。

LAN (RJ-45)ジャック
メインボードには、コンピューターを
ネットワーク環境に接続する時に使用
するR J - 4 5端子が搭載されています。 Link IndicatorActivity Indicator

LED Color LED State Condition

Off LAN link is not established.
Left Orange On (steady state) LAN link is established.

On (brighter & pulsing) The computer is communicating with another computer on the LAN.

Green Off 10 Mbit/sec data rate is selected.

Right On 100 Mbit/sec data rate is selected.

Orange On 1000 Mbit/sec data rate is selected.

Keyboard USB Ports

L-In
Mouse Parallel LAN

VGA PortSerial Port

RS-Out

CS-Out

SS-Out

L-Out

Mic
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オーディオポートコネクター
オーディオデバイスとして使用されます。コネクターを色で分別し、ジャッ
クの色によって音響が違います。

青色- Line In,  CDプレイヤー、テーププレイヤーなどの外部オー  
      ディオ機器を接続します。

緑色- Line Out , スピーカもしくはヘッドホンを接続します。
ピンク-Mic In, マイクを接続します。
黒色-4/ 5.1/ 7.1チャンネルモードにはRear-Surround Out用。
オレンジ-5.1/ 7.1チャンネルモードにはCenter/ Subwoofer  Out用。
灰色-7.1チャンネルモードにはSide-Surround Out用。
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コネクター

FDDコネクター: FDD2
本製品は360K, 720K, 1.2M, 1.44M 及び2.88Mのフロッピーディスクドライブに
対応しています。

FDD2

IDE1
I D E 1にはマスターとスレイブの二つデバイスを接続することができま
すが、2台目のHDDを追加する場合はHDDの設定をジャンパでスレイブ
に切り替える必要があります。

IDEコネクター: IDE1
本製品は P IOモード0~4、バスマスタ、Ultra DMA 66/100機能を持つ、Ultra
ATA100IDE コネクターを搭載しています。ディスクドライブ、CD-ROMドライ
ブ及び他の I D Eドライブを接続できます。

IDE1

注意！

ハードディスクを2台接続する場合は、ジャンパピンを使用して2台目
のハードディスクをスレープに設定します。ジャンパの設定手順など
については、ハードディスクメーカーが提供する技術情報に従って
ジャンパ設定を行ってください。
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SATA ポートに接続

カバーを外してハード

ディスクに接続

シリアルATAII ケーブル

SATA3SATA4

SATA2SATA1

シリアルATAコネクター: SATA1~SATA4
SATA1~SATA4はデュアルの高速Serial ATAインターフェイスポートです。これ
らのポートの転送速度は300MB/s  となります。コネクターはSerial ATA 2.0の
規格に完全な互換性を持っています。一つのコネクターにつき、一つのハー
ドディスクを接続することができます。

注意！

シリアルATAケーブルは9 0度の角度の折り曲げないように注意してく
ださい。データ転送時にデータ損失を起こす可能性があります。
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ファン電源コネクター: CPUFAN1, SYSFAN1 & PWRFAN1
ファン電源コネクターは  + 12 Vの冷却ファンをサポートします。接続する時に
注意しなければならないのは、赤い線はプラスなので  +1 2Vに、黒い線はアー
スなので  G N Dに接続することです。また、本製品のシステムハードウェアモ
ニタ機能を使用する場合はファンの回転数センサー機能がついたファンを使
用する必要があります。

SYSFAN1
NC
+12V
GND

+12V
GND

NC

PWRFAN1

注意！

適切な冷却C P Uファンについては、  I n t e l社のウェブサイトまたはベン
ダーにお問い合わせください。

CPUFAN1

SENSOR
+12V
GND

CONTROL

ケース開放センサーコネクター:  JCI2
このコネクターには2ピンのケーススイッチを接続します。ケースを開けると
ケース開放センサーはショット状態になります。システムは信号を記録し、
警告メッセジーを画面に表示します。この警告メッセジーを消すにはB I O S
S e t u pユーティリティーに入って記録を消去する必要があります。

JCI2

CINTRU
GND

1
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PIN SIGNAL DESCRIPTION

1 HD_LED + Hard disk LED pull-up
2 FP PWR/SLP MSG LED pull-up
3 HD_LED - Hard disk active LED
4 FP PWR/SLP MSG LED pull-up
5 RST_SW - Reset Switch low reference pull-down to GND
6 PWR_SW + Power Switch high reference pull-up
7 RST_SW + Reset Switch high reference pull-up
8 PWR_SW - Power Switch low reference pull-down to GND
9 RSVD_DNU Reserved. Do not use.

JFP1 Pin Definition

フロントパネルコネクター: JFP1/JFP2
本製品には、フロントパネルスイッチや  L E Dを対象とした電子的接続用に、
二つのフロントパネルコネクターが用意されています。JFP1は Intel® Front Panel
I/O Connectivity Design Guideに準拠しています。

12

910

JFP1

HDD
LED

Reset
Switch

Power
LED

Power
Switch

+

+
+

-
-

-

PIN SIGNAL DESCRIPTION

1 GND Ground
2 SPK- Speaker-
3 SLED Suspend LED
4 BUZ+ Buzzer+
5 PLED Power LED
6 BUZ- Buzzer-
7 NC No connection
8 SPK+ Speaker+

JFP2 Pin Definition

CD-In コネクター: CD_IN1
このコネクターはC D - R O Mオーディオコネクターを接続します。

CD_IN1

GNDR L

JFP2
78

Power
LED

Speaker

12

-
-

+
+
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フロントパネルオーディオコネクター:  JAUD1
フロントパネルオーディオピンヘッダーを使用すると、フロンとパネルか
らのオーディオ出力が可能になります。ピン配列はIntel® Front Panel I/O  Con-
nectivity Design Guideに準拠しています。

JAUD1

1
2

9
10

SPDIF-Out コネクター: JSPD1 (オプション、HDMIグラフィック
スカード用のみ)
このコネクターはH D M Iグラフィックスカードへデジタルオーディオデータを
転送するために、SPDIF(Sony & Philips Digital Interconnect Format)インターフェ
イスに接続します。

JSPD1

SPDF0 GND

JAUD1 Pin Definition

PIN SIGNAL DESCRIPTION

1 PORT 1L Analog Port 1 - Left channel
2 GND Ground
3 PORT 1R Analog Port 1 - Right channel
4 PRESENCE# Active low signal - signals BIOS that a High Definition Audio

dongle is connected to the analog header. PRESENCE# = 0
when a High Definition Audio dongle is connected.

5 PORT 2R Analog Port 2 - Right channel
6 SENSE1_RETIRN Jack detection return from front panel JACK1
7 SENSE_SEND Jack detection sense line from the High Definition Audio CODEC

jack detection resistor network
8 KEY Connector Key
9 PORT 2L Analog Port 2 - Left channel
10 SENSE2_RETIRN Jack detection return from front panel JACK2
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フロントUSBコネクター: JUSB1/ JUSB2
本製品にはIntel® I/O Connectivity Design Guideに準拠した二つのUSB 2.0ピンヘッ
ダーが搭載されています。US B2 .0テクノロジーは最大スループット48 0Mbp s
（理論値）を誇り、旧来のU S B 1 . 1と比較して4 0倍の高速データ転送を行える
ようになりました。US Bが汎用性が非常に高く、外付けUS Bハードディスクや
デジタルカメラ、M P 3プレイヤー、プリンタなど様々な機器に対応します。

1
2

9
10

JUSB1/2

PIN SIGNAL PIN SIGNAL
1 VCC 2 VCC
3 USB0- 4 USB1-

5 USB0+ 6 USB1+

7 GND 8 GND
9 Key (no pin) 10 USBOC

Pin Definition

JUSB1/2に接続

USB 2.0 Bracket
(オプション )

注意！

V CCピンとG N Dピンは必ず接続してください。接続しない場合、機器の
重大な損傷を及ぼす恐れがあります。
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シリアルポートコネクター: JCOM1 (オプション)
本製品では、9ピンヘッダーをシリアルポートとしています。このポートは、
16バイトのFIFOを送受信する1655 0A高速通信ポートです。シリアルマウスや
その他のシリアルデバイスを直接接続することができます。

PIN SIGNAL DESCRIPTION

  1 DCD Data Carry Detect
  2 SIN Serial In or Receive Data
  3 SOUT Serial Out or Transmit Data
  4 DTR Data Terminal Ready
  5 GND Ground
  6 DSR Data Set Ready
  7 RTS Request To Send
  8 CTS Clear To Send
  9 RI Ring Indicate

Pin Definition

JCOM1

1

9

2
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ジャンパ

JBAT1

1

データをクリア

1

3

データを保存

1

3

注意！

C MO Sをクリアするには、システムがオフの間にピン2 - 3をショート(短
絡) します。次いでピン1 - 2をショートに戻します。システム起動時の
C M O Sのクリアは絶対止めてください。マザーボードの破損や火災など
に及ぶ危険があります。必ず電源コードを抜いてください。

クリアCMOSジャンパ: JBAT1
本製品にはC MO S R AMが搭載されており、内蔵電池から電気が供給されるこ
とでシステム情報やBIOSの設定を保持しています。このCMOS RAMに蓄えら
れたデバイス情報によってO Sを迅速に起動させることが可能になります。
システム情報やBIOSデータをクリアしたい場合には、JBAT1(クリアCMOSジャ
ンパ )クリアします。
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32-bit PCI Slot

PCI (Peripheral Component Interconnect) スロット
P C Iスロットは最も汎用性の高い拡張スロットで、対応する様々な拡張カード
が発売されています。拡張カードの取り外しに際しては、必ず最初に電源
コードをコンセントから抜いてください。拡張カードに添付されているマ
ニュアルを読んで、ジャンパ、スイッチ、B I O Sなど必要なハードウェア設
定、ソフトウェア設定を行ってください。

PCI (Peripheral Component Interconnect) Expressスロット
PCI  Expressは、周辺機器と通信環境の高速化に対応するべく制定された次世
代のシリアルバス規格です。PCI  Expressはポイントツーポイントのシリアル
伝送を採用しているため、1方向あたり2本、双方向で4本の信号ラインが必要
となります。この1 b i tシリアル転送を行う最小限の構成を1レーンと呼びま
す。1レーンの転送能力は、250MB/秒です。1レーンあたり250MB/秒という転
送速度は、従来の3 2ビットP C Iバスの転送速度の約2倍にあたります。P C I
Expressは用途によって1レーン(PCI Express 1x)から16レーン(PCIExpress 16x)
まで束ねて使用することが可能です。ギガビットイーサネットコントロー
ラー、T Vチューナーカード、IEEE1394カードといった高速なデータ転送を要求
されるカードをPCI  Expressに接続にすることで、従来以上に高速かつ安定し
たシステムを構築できます。

スロット

PCI Express x16スロット
(945GM5/ 945GCM5シリー
ズ用のみ)

PCI Express x1スロット

注意！

拡張カードを挿入したり取り外したりする時は、必ず最初に電源プラグ
を抜いてください。拡張カードについて記述挿入したりされたマニュア
ルを読んで、ジャンパ、スイッチ、BI OSなど必要なハードウェア設定、
ソフトウェア設定を全て実行してください。
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P C I割り込み要求ルーティング
ハードウェアがC P Uに対して割り込み要求信号を発し、P Cはこれを受けてデ
バイスの動作(イベントの発生)を処理します。標準的なPCIバスのIRQ設定は以
下の通りです。PCIのIRQピンは通常PCIバスINT A#からINT D#ピンに下表のよう
に接続されています。

Order 1 Order 2 Order 3 Order 4

PCI Slot 1 INT A# INT B# INT C# INT D#

PCI Slot 2 INT B# INT C# INT D# INT A#
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第3章

BIOSセットアップ

この章はB I O S設定について説明します。ユーザー
の用途にあったシステム設定を行うことで、より
快適にシステムを使用できるようになります。ま
た、以下に該当する場合は、BIOS Setupプログラム
を設定値を適宜変更してください。

² システムを起動中に画面にエラーメッセージが
表示され、SE T U Pを実行するように指示された
場合。

² 機能をカスタマイズするために、デフォルト設
定を変更する場合。
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注意！

電源を投入するとハードウェアの初期化が始まり、POST (Power On Self
Tes t ) 画面が現れます。以下のメッセージが表示されている間に、< DE L> キー
を押して B I O S セットアップ画面を呼び出します。

Press DEL to enter SETUP

<DEL >を押す前にこのメッセジーが消えてしまった場合、電源をいったん切っ
てから再び投入するか、<RESET >を押すかして、システムを再起動してくださ
い。<Ctrl>, <Alt>と<Delete>を同時に押しても再起動できます。

BIOSセットアップ画面の起動

1. システムを向上するために、新しいバージョンのB I O Sが不定期に更新され
ています。そして、B I O Sのバージョンによって項目や設定内容は多少違う
ことがあります。参照用だけです。

2. システムを起動すると、B I O Sバージョンが画面の上側に表示されます。表
示されるメッセジーはA7267IMS V4.0 112006  のような書式となります。そ
れぞれの意味は：

1桁目： AならAMI BIOS, WならAWARD BIOS,Pなら
                         PHOENIX BIOS

2 - 5桁目: 製品のモデル番号
6 桁目：チップセットの売主
7 - 8桁目：M S Iは正式出荷バージョン
V4.0 ：BIOSバージョン
112006 ：2006年11月20日リリース
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ヘルプ
B I O S画面内を立ち上げると、最初にメインメニューが表示されます。

メインメニュー
メインメニューにはB I O Sが提供する設定項目が各カテゴリー別に表示されま
す。矢印キー ( ↑ ↓ )を使って項目を選択してください。カーソルが当たってハ
イライトされた設定項目の説明 (英語 )が画面の下部に表示されます。

サブメ ニュー
右図のように左手に三角が表示されている
項目は、サブメニューがあることを示しま
す。サブメニューに入るには項目をハイラ
イトして< E n t e r >キーを押します。これで
サブメニューが表示され、コントロールキーで項目の選択や変更を行いま
す。上位のメニューに戻るには< E s c >キーを押します。

General Help <F1>
< F 1 >を押すと使用すべきキーやハイライトされた項目の選択肢の解説がポッ
プアップウィンドウであきます。ヘルプウィンドウを閉じるには、< F 1 >か
<Esc >キーを押してください。

コントロールキー

<↑> 前項目へ移動

<↓> 次項目へ移動

<←> 左項目へ移動

<→> 右項目へ移動

<Enter> 項目を選択

<Esc> メニューにジャンプ、またはサブメニューからメイン

メニューに移動

<+/PU> 数値を上げる

<-/PD> 数値を下げる

<F6> Optimized Defaultsをロード
<F7> Fail-Safe Defaultsをロード
<F10> CMOS変更を保存し、BIOS画面を終了
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The Main Menu

 Standard CMOS Features
日付/ 時刻などのシステムの基本的な設定を行います。

 Advanced BIOS Features
拡張機能の設定を行います。

 Integrated Peripherals
I D E、サウンド機能、グラフィック機能などの各種オンボード機能の設定を行
います。

 Power Management Setup
電源管理に関する設定を行います。

 PnP/PCI Configurations
プラグアンドプレイ機器や P C I バスに関する設定を行います。

 H/W Monitor
C P U 温度やファン回転数、警告表示などが確認できます。

 Frequency/Voltage Control
この項目で周波数/ 電圧のコントロールとオーバークロックを設定します。
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 Load Fail Safe  Defaults
B I O Sベンダーが規定した初期設定値で、動作の安定性を優先しています。

 Load Optimized Defaults
工場出荷時の設定をロードします。動作の安定性と性能の釣り合いが取れた
設定値です。

 BIOS Setting Password
設定変更を制限するためのパスワードを設定します。

 Save & Exit Setup
変更した設定値を保存して終了します。

 Exit Without Saving
変更した設定値を保存せずに終了します。



MS-7267 Mainboard

3-6

Standard CMOS Features

 Date (MM:DD:YY)
システムの日付設定を行います。< 曜日> 、< 月>、< 年> の書式です。

day 曜日。S u n ( 日曜日 ) からS a t ( 土曜日 ) 。B I O S の自動計算
で日付から自動的に決定されます。

month 月。Jan～Dec。Jan(1月)、Feb(2月)、Mar(3月)、Apr(4月)、  
May(5月)、Jun(6月)、Jul(7月)、Aug(8月)、Sep(9月)、Oct(10
月)、Nov(11月)、Dec(12月)

date 日。1～3 1。キー入力が可能です。
   y e ar   年。ユーザーが変更できます。

 Time (HH:MM:SS)
システムの時刻設定を行います。形式は < 時 > < 分 > < 秒 > です。

 IDE Primary/Third/Fourth Master/ Slave
< E n ter > を押すと、以下のブメニューが表示されます。
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 Type
ハードディスクタイプの設定を行います。設定オプションは  [ A u t o ]と
[Disabled]です。

 LBA/Large Mode
この項目ではL B Aモードを有効か無効にします。設定できるオプション
は [Auto]と[Disabled]です。

 Block (Multi-Sector Transfer)
[ A u t o]に設定するとディスクアクセスの効率が上がります。設定オプショ
ンは[Auto]と [Disabled]です。

 PIO Mode
IDEのデータ転送速度であるPIO (Programmed Input/Output)モードの設定を
行います。[Auto]に設定すると自動的に最適なPIOレベルを選択します。設
定できるオプションは[Auto], [0], [1], [2], [3], [4]です。

 DMA Mode
この項目でDMA (Direct Memory Access) モードを有効化無効にします。
設定オプションは[Auto], [SW DMA0], [SWDMA1], [SW DMA2], [MW DMA0],
[MW DMA1], [MWDMA2], [UDMA0], [UDMA1], [UDMA2], [UDMA3], [UDMA4],
[UDMA5]です。

 S.M.A.R.T..
ハードディスクのS . M . A . R . T . ( S e l f - M o n i t o r i n g A n a l y s i s &R
e p o r t i n gTechnology)機能を有効にします。S.M.A.R.Tはディスクステー
タスを監視してハードディスク故障を予測するユーティリティです。こ
のユーティリティを使うと、故障するハードディスクがオフラインにな
る 前 に 安 全 な 場 所 へ 移 動 で き ま す 。 設 定 で き る オ プ シ ョ ン は
[Auto],[Enabled]と[Disabled]です。

 32Bit Data Transfer
[Enabled]に設定するとIDEで32bitデータ転送を行います。
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 Floppy A
フロッピードライブの種類を設定します。設定できるオプションは  [ N o n e ] ,
[360K, 5.25 in.], [1.2M, 5.25 in.], [720K, 3.5 in.], [1.44M, 3.5 in.], [2.88M, 3.5 in.]です。

 System Information

 CPU Type, BIOS Version, Build Date, System Memory
このサブメニューでCPUの情報、BIOSバージョン及びメモリステイタスな
どシステムに関連する諸仕様を表示します。（読取専用）
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Advanced BIOS Features

 Boot Sector Protection
I D Eハードディスクのブートセクターを保護するウィルス警告機能を設定しま
す。[Enabled]に設定すると、HDDのブートセクターやハーティションテーブル
への書き込みが試行された場合に、B I O Sはウィルス警告メッセジーを発し、
ビープ音をします。

 Full Screen Logo Display
起動画面にはメーカーのロゴを表示するかどうかを設定する項目です。

 Quick Booting
[Enabled]に設定すると、いくつかのデバイスチェックを省略して迅速なシステ
ム起動を行います。

 Boot up Num-Lock LED
起動時のNum-Lock設定(テンキーの有効/無効)を選択します。[On]に設定する
とNum-LockがON(テンキーが有効)、[Off]に設定するとNum-LockがOff(テン
キーが無効) になります。

 IOAPIC Function
APIC (Advanced Programmable Interrupt Controller)に関する設定項目です。PC2001
デザインガイドに準拠した動作を行うにはA P I Cモードを有効にする必要があ
ります。AP ICを有効にすると I RQリソースが拡張されます。
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 MPS Table Version
ここではOSに対してどのMPS(Multi-Processor Specif ication)バージョンを使うか
を選択することができます。O SがサポートするMP Sバージョンを選択してく
ださい。最適な設定についてはO Sベンダーにお問い合わせください。

 CPU Feature
< E n t er >キーを押すと以下のサブメニューが表示されます。

 Hyper-Threading Function
このプロセッサはハイパースレッディング技術を使用して、転送速度を
速めるとユーザーの返信回数を減少することができます。二つのコアは
命令を同時に実行する論理的なプロセッサと見做されます。このように
システムパフォーマンスは非常に改善されます。この機能を無効にする
と、プロセッサは一つだけのコアをつけって命令を実行します。システ
ムはH T機能をサポートしない場合は、この項目を無効に設定してくださ
い。そうでなければ不安定なる恐れがあります。

 Execute Bit Support
[Execute Disable Bit]でプロセッサはアプリケーションコードが実行するか
記録領域を区切ることができます。ウィルスがコードをバッファに差し
込みたい場合には、プロセッサはコード実行を無効にして、損害または
ウィルス伝播を防止します。

注意！

ハイパースレッディング機能を使用するにのは以下の条件を満たして
いる必要があります。
CPU：HT 機能を搭載した Intel Pentium 4プロセッサ
チップセット：H T 機能をサポートするチップセット
BIOS：HT 機能をサポートする BIOS
OS:HT 機能をサポートする OS
詳しい情報についてはインテル社の技術情報を参考してください。
www.intel.com/info/hyperthreading
CPU構成サブメニューに表示された情報とアイテムは装着されたCPUに
よって異なります。

http://www.intel.com/info/hyperthreading
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 Set Limit CPUID MaxVal to 3
C P U I Dの最大値を表示するための項目です。通常は[ D i s a b l e d ]に設定しま
す。

 Chipset Feature
< E n t er >キーを押すと以下のサブメニューが表示されます。

 VGA Share Memory
システムがオンボードのV G Aカードへメモリを共有します。この設定で
V G Aカードへ共有されるメモリのサイズをコントロールできます。

 PEG Force X1
この項目でPEG (PCI Expressグラフィックス)ポート機能を有効/無効にし
ます。

 Boot Sequence
< E n t er >キーを押すと以下のサブメニューが表示されます。

 1st Boot Device
B I O Sはここで指定された順番でドライブからO Sを起動します。



MS-7267 Mainboard

3-12

Integrated Peripherals

 USB Controller
この設定でオンボードU S Bホストコントローラを有効/ 無効にします。

 USB Device Legacy Support
USB 1.1/2.0ドライバーをサポートしないまたは搭載しないOS(DOSとSCO Unix
など)には、USB 1.1/2.0デバイスを使用したいと、[Enabled]に設定します。
USBマウス以外のUSBデバイスを使用すると、[D isabled]に設定します。

 Onboard LAN Controller
オンボードL A Nコントローラーの有効/ 無効を設定します。

 LAN Option ROM
起動中にオンボードLANブートROMの初期化を有効/無効にします。 [Disabled]
に設定すると、ブートのスピードを速めることができます。

 HD Audio Controller
オンボードオーディオコデックコントローラーを有効/ 無効にします。他のコ
ントローラーカードでオーディオデバイスを接続すると、 [ D is ab l ed ]に設定し
てください。

On-Chip ATA Devices
< E n t er >キーを押すと以下のサブメニューが表示されます。
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 On-Chip IDE Controller
チップセットには IDE チャンネルを一つサポートした PCI IDE インタフェ
イスを含みます。このアイテムで I DE コントローラーを有効 / 無効にしま
す。

 PCI IDE BusMaster
[Enabled]に設定するとPCIローカルバス上のIDEコントローラーがバスマ

  スタとして機能します。

 On-Chip SATA Controller
このオプションでS AT Aデバイスモードを限定します。

 I/O Devices Configuration
< E n t er >キーを押すと以下のサブメニューが表示されます。

 COM Port 1/2
シリアルポート1(COM1) / 2(COM2)の I /Oポートアドレスを設定します。
[Auto] を選択すると、BIOSが自動的に最適の I /Oポートアドレスを設定で
きます。

 Parallel Port
このフィールドで、シリアルポートの I / Oポートアドレスを指定します。
[ Auto]を選択すると、BIOSは自動的に最適のI /Oポートアドレスを決定で
きます。

 Parallel Port Mode
[Normal] Standard Parallel Port
[EPP] Enhanced Parallel Port
[ECP] Extended Capability Port
[ECP + EPP] Extended Capability Port + Enhanced Parallel Port
[Bi-Directional]

オンボードパラレルポートを標準パラレルポートとしてのみ使用する場
合は、[Normal]を選択してください。同時にEPPモードとしても使用する場
合は[EPP]を選択してください。[ECP]を選択すると、ECPモードでのみ動
作します。ECP+EPPを選択することによって、ECPとEPPを同時にサポー
トできます。

 Parallel Port IRQ
パラレルポート I R Qを設定します。
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Power Management Setup

 ACPI Function
ACPI(Advanced Configuration and Power Interface)機能の有効/無効を設定しま
す。ご使用になるOSがACPIに対応している場合(W indows 98SE/2000/ME)は
[Enabled]に設定してください。設定オプションは[Enabled]と[Disabled]です。

 ACPI Standby State
ACPI省電力モードを指定します。W indows 98SE/2000/MEなどのACPIをサポー
トするOSを使用する場合は、この項目の設定によってS1(POS)またはS3(STR)
の省電力モードへの切り替える可能です。設定は以下の通りです。

S1/POS S1はCPU/チップセット/システムメモリに通電し
   た状態で待機します。システムの復帰時間が速い
   のが特徴です。

S3/STR   動作状態をシステムメモリーに記憶して、メモ 
   リー以外のその他のデバイスへの電源供給を停止
   します。復帰にやや時間が掛かりますが、S 1と比
   べて省電力効率が高くなります。
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 Re-Call VGA BIOS from S3
ACPI Standby Stateは [S3/STR]に設定される場合にこの項目を選択してくださ
い。[ Yes ]を選択すると、システムがS 3ステートから起動した時V GAカードを
初期化することができます。この機能を無効にする場合システムの回復時間
は短くなれますが、V G Aドライバーが必要でV G Aカードを初期化します。そ
れで、V G Aドライバーは初期化の機能をサポートしない場合は、ディスプレ
イは異常に動作するまたはS 3ステートから起動した後動作しない恐れがあり
ます。

 Suspend Time Out (Minute)
指定された時間内にシステムへのアクセスがなかった場合、C P U以外全てのデ
バイスがシャットオフします。

 Power Button Function
パワーボタンの機能を設定します。選択できる設定は以下の通りです。

[Power On/Off] 通常のオン/ オフボタンとして動作します。
[Suspend] 電源ボタンを押すとサスペンド/ スリープモードに

入ります。４秒以上押すと電源オフになります。

 Restore on AC Power Loss
システムの電源が正規の操作でシャットダウンされなっかた場合の動作を

設定します。
[Off] シャットダウンしたままになります。
[On] 不正なシャットダウン後に再起動します。
[Last State] 不正なシャットダウン後に再起動して、シャットダウン

          前の状態を再現します。

 High Performance Event Timer
H P E TはO Sにイベントタイマーの検知とドライバーのロードのために基本の
サービスの設立を許すことを要求されます。

 HPET Memory Address
このアイテムで[Event Timer Block Registers Base Address]をメモリに割り当
てることができます。 to the memory.

 Wakeup Event Setup
< E n ter >キーを押すと以下の画面が表示されます。
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 Resume From S3 By USB Device
U S Bデバイスの動作によってシステムがS 3スリープステートから復帰し
ます。

 Resume From S3 By PS/2 Keybo
この項目でP S / 2キーボードがシステムを起動できるかどうかを決定しま
す。[ Sp ec i f i c  K ey]を選択すると、パスワードを入力する必要がありま
す。

 Resume From S3 By PS/2 Mouse
PS/ 2マウスの入力信号は検知された場合、システムは  S3ステートから回
復するかを設定します。

 Resume By PCI Device (PME#)
[Enabled]に設定すると、PCIデバイスのイベント経由でシステムが省電力
モードから復帰するかを設定します。

 Resume By PCIE Device
[Enabled]に設定すると、 PMEデバイスのイベント経由でシステムが省電力
モードから復帰するかを設定します。設定オプションは [ D i s a b l e d ]と
[Enabled]です。

 Resume By RTC Alarm
設定日時にS 3 / S 4 / S 5ステートからシステムを起動する機能の有効/ 無効
を設定します。
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PNP/PCI Configurations

 Primary Graphic’s Adapter
この設定は第1 位のグラフィックスアダプターを指定します。

 PCI Latency Timer
P C Iデバイスがバスを占有する時間を設定します。接続デバイスが少ない環境
では、設定値を1～2レベル程度長めに設定すると個々のデバイスのパフォー
マンスが上がる場合があります。

 PCI Slot-1/2 IRQ
T各PCIスロットのIRQラインを指定します。[Auto]を選択すると、BIOSが自動的
に各PCIスロットのIRQラインを決定します。

 IRQ Resource Setup
< E n t er >キーを押すとサブメニューが表示されます。
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 IRQ 3/4/5/7/9/10/11/14/15
バスに割り当てるIRQを設定します。BIOSはESCD NVRAMの情報を読み
と取って利用可能な IR Qを表示します。 [R eser ved ]に設定するとユー
ザーが独自にそのリソースを使用できるようになり、 [ A vai l ab l e ]に設定
するとB IO Sがそのリソースを自動的に使用します。仮に全ての I R Qが
[Reserved]に設定された場合は、IRQ14/15はPCI IDE用に、IRQ 9はPCIおよ
びPnPデバイスに割り当てされます。設定オプションは[Avai l ab le]と
[Reserved]です。

IRQラインはI /Oデバイスに割り当てられるシステムリソースです。I /Oデバ
イスがオペレーティングシステムに処理を要求するときは、 I R Qを発信し
て I R Qラインに信号を送ります。オペレーティングシステムが待機状態の
ときにこの信号を受信すると、割り込みをかけて I / Oデバイスが要求する
サービスを実行します。

注意！
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H/W Monitor

 Chassis Intrusion
ケースの開放を検知/ 記録して画面上に警告メッセージを表示する機能を設定
します。警告メッセージをクリアするには、一旦B I O Sメニューを起動してこ
の項目を[Reset(リセット) ]に設定します。

 CPU Smart Fan Target
本製品はスマートファンシステムを搭載され、ファンの回転数を自動的にコ
ントローラーします。目下の温度によって、ファンの回転数を指定の範囲内
で保持します。

 CPU FAN Control
このアイテムでSmart  Fan機能を有効/無効にします。Smart  Fanが優れた機能
であり、目下の温度によりC PUファンの速度を自動的に調整し、過熱でシステ
ムに損害を与えることを防止できます。

 CPU/ System Temperature, CPU/SYS/Power FAN Speed, CPU Vcore,  12V,,
5V, 12V, 5V SB
これらの項目は現在のシステム状態 ( C P U 電圧 / 温度、ファン回転数など ) を
表示します。
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Frequency/ Voltage Control

 Current CPU Frequency
このアイテムでC P U周波数を表示します。読み取り専用です。

 Current DRAM Frequency
このアイテムで目下のメモリ周波数を表示します。読み取り専用です。

 Intel EIST
EISTでマイクロプロセッサーのパフォーマンスレベルが電源で駆動するかバッ
テリーで駆動するかを設定します。スピードステップ技術をサポートしたC P U
を装着した後、このフィールドが表示されます。

 Adjust CPU Ratio
[Intel EIST]を [Disabled]に設定すると、CPUの内部倍率を設定できます。

 Adjust CPU FSB Frequency
この項目でCP UのFS Bクロック周波数を選択でき、FS Bクロックをより高い周
波数に調整することによって、プロセッサーをオーバークロックできます。

 Adjust DRAM Configuration
< E n t er >キーを押すと、以下のサブメニューが表示されます。
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 Configure DRAM Timing by SPD
DRAMモジュール上のSPD (Serial Presence Detect) EEPROMはDRAMタイミ
ングをコントロールするかどうかを設定します。 [Auto By SPD]に設定す
ると、DRA Mタイミングの設定が自動的に設定されます。 [Manual ]に設定
すると、ユーザーが手動でD R A Mタイミング及び関連のアイテムを設定で
きます。

 DRAM CAS# Latency
S D R A M が読み込みコマンドを受信した後、読み込みを開始するまでのタ
イミング遅延である C A S レイテンシーを設定します｡ 設定オプションは
[By SPD], [2.5T], [2T]。

 DRAM RAS# to CAS# Delay
R A S から C A S への切替タイミングを手動で設定します。一般的にクロッ
クサイクルの値が小さいほど D R A M の動作速度があがります。

 DRAM RAS# Precharge
DRA M がリフレッシュに必要とする電荷を蓄積する時間を手動で設定しま
す。R A S 信号のクロック数がこの時間を規定しますが、電荷を蓄積する
ための時間が足りない場合は D R A M のリフレッシュは不完全になり、
D R A M がデータを保持できなくなることがあります。

 DRAM RAS# Activate to Prec
この設定でR A Sからメモリセルへ書き込む時間を決定します。

 FSB/Memory Ratio
この設定でCPU FSBクロック& DRAM周波数の倍率をコントロールし、CPU &
DRA Mを有効にして異なる周波数の組み合わせで動作させます。C PU  F SBク
ロックのプリセットによって、設定オプションが異なります。

 Adjust AGP/PCI Frequency
この項目でAGP/PCI クロック周波数を選択でき、AGP/PCI クロックをより高い
周波数に調整することによって、プロセッサーをオーバークロックできま
す。

 Adjust PCI Express Frequency
この項目でPCI Expressクロック周波数を選択でき、PCI Expressクロックをよ
り高い周波数に調整することによって、プロセッサーをオーバークロックで
きます。

 Auto Disable DIMM/PCI Freque
このアイテムでDIMM/PCIスロットを自動的に検知できます。[Enabled]に設定す
ると、システムは空いたDIMM/PCIスロットからクロックを除去してEMIを最小
化します。
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1. EMI  に問題がない場合は、システムの安定性と性能を最適化するために
[Disabled] に設定しておいてください。しかし、EMIに問題がある場合
は、[Enabled]に設定してEMIを軽減してください。

2. Spread Spectrum値は大きければ大きいほどますますEMIを軽減し、シス
テムが不安定になります。当地のE M I規定を調べって最適のS p r e a d
Spect rum値を設定してください。

3. オーバークロックを使用している場合は必ず[D isable]にしてください。
ちょっとしたジッターであっても一時的にブーストを引き起こすこと
があり、それによってオーバークロックされたプロセッサがロックし
てしまうことがあるからです。

注意！

 Memory Voltage
DDR速度を上げるためにDDR電圧を調整します。DDR電圧を変更すると、シス
テムが不安定になる恐れがあります。そのため、長期にわたって変更するこ
とはお勧めしません。

 PCI Express Voltage (V)
この項目でPCI Express電圧を調整します。PCI Express電圧を変更すると、シ
ステムが不安定になる恐れがあります。そのため、長期にわたって変更する
ことはお勧めしません。

 Spread spectrum
コンピューターはクロック信号と呼ばれるパルス信号を元に動作していま
す。クロックジェネレーターがパルス信号を発生する際に、構造上やむを得
ずスパイクノイズと呼ばれる電磁妨害( E MI )  が生じます。基本的にはボード
上の配線の取り回しによってノイズを相殺するように工夫しています。しか
し特定環境下において外部にノイズが漏れてしまう場合があり、そのような
ケースではスペクトラム拡散方式で信号の波形を変更することにより、ノイ
ズの漏れを回避することができます。通常は [ D i s a b l e d ]に設定して使用しま
す。また、オーバークロックをかけた状態で使用する場合も [ D is ab l ed ]に設定
してください。本機が発生するスパイクノイズによって、外部の機器が何ら
かの影響を受けてしまうといった現象が発生する場合のみ[Enabled]に設定しま
す。有効に設定するとクロック信号の波形が変更されるため、それによって
システムの安定性が損なわれる可能性があります。
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BIOSには [Fail Safe defaults]と [Optimized Defaults]の 2通りのデフォルト設定
が用意されています。出荷時は [Optimized Defaults]が設定されており、マザー
ボードの性能を最大に引き出します。[Fail Saf e defau lts ]はシステムの安定性
を優先した設定値です。

[Fail Safe defaults ] の設定をロードする際には以下のようなメッセージが表示
されます。

<Y>キー押すと、安定性を優先した [Fail Safe defaults ]がロードされます。

[Load Optimized Defaults]を選択すると、次のメッセージが表示されます。

< Y > キー押すと、工場出荷設定のデフォルト値がロードされます。

Load Fail-Safe/ Optimized Defaults
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BIOS Setting Password

[BIOS Sett ing Password]を選択すると、以下のメッセージが表示されます。

[BIOS Setting Password]を選択して<Enter>キーを押すと、パスワードの入力を
求められます。最大6文字( 半角英数) までのパスワードを入力して< E n t e r >
キーを押すと、確認としてパスワードを再度入力するように促されます。こ
こで正しくパスワードを打ち込むとパスワードが確定します。以降、B I O S画
面を起動するたびにパスワードの入力が求められるようになり、部外者が
B I O S設定を変更することが出来なくなります。
パスワードを変更したり無効にする場合は、パスワードを入力してB I O S画面
を開いた後に再度[BIOS Setting Password]を選択して<Enter>キーを押します。
ここで異なるパスワードを入力するとパスワードが変更され、何も入力しな
い状態で< E n t er >キーを押すとパスワード設定が無効になります。
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Realtek ALC883/888 Audio
Appendix A

本製品は1 0チャンネルD A Cを搭載しています。こ
のDAC は「Front-Out-Left 」と「Front-Out-Right」
チャンネルで、同時に  7 . 1チャンネル音声再生と2
チャンネルのステレオ音声の出力をサポートしま
す。
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2 -、4 -、6 -、8 -チャンネルまたは7 . 1 + 2チャンネル出力をサポートします。
オーディオ機能の使用にあたって、事前にオーディオドライバーのインス
トールが必要です。

Windows 2000/XP環境でのダライバーのインストール
ドライバの動作条件として W indows® 2000では Service Pack4以降、 W indows®

XPではService Pack1以降の環境が整っていることを確認してください。本章
ではインストール例として W indows® XP環境でのインストールを紹介します。

1. 同梱のドライバー/ ユーティリティC D - R O MをC D - R O Mドライバーに
セットします。オートランプログラムにより以下の画面が起動しま
す。

2.「Realtek HD Audio Driver」をクリックすると、インストールウィザード
が起動します。

Realtekオーディオデバイスのインストール

クリックし
ます

注意！

 Realtekオーディオドライバー は継続的に改良/改変が加えられていま

す。そのため、本章で紹介するインストール画面やユーティリティ機
能が予告なく変更されることがあります。予めご了承ください。
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3. 「N e x t」をクリックしてインストールを進めます。

クリックし
ます

Y e s を選択
します

4. 「F i n i s h」をクリックしてシステムを再起動したら、インストールが完了
します。

クリックし
ます
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オーディオドライバーのインストールが完了したらスピーカーの使用が可能
になります。ドライバーをインストールした後に右下のタスクトレイに表示
されるアイコン をクリックしてユーティリティを起動します。「コントロー
ルパネル」から[Azalia HD SoundEffect Manager]をクリックしてもユーティリ
ティを起動できます。

ダ ブ ル ク リ ッ

クします

オーディオユーティリティの設定
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Sound Effect

Environment Simulation
[Sound Effect]タブの主要な機能はイコライザー機能です。[Environ ment]で
は環境ごとに異なる音の響き方( 浴室やコンサートホールなど) を仮想的に再
現します。
[Equaliser]では音楽のジャンルに合わせた音のバランスを調整することができ
ます。
[Load EQ Setting]と[Save Preset]ボタンでイコライザー設定を行うことも可
能です。[Reset EQ Sett ing]ボタンをクリックしてイコライザー設定をリセッ
トし、[Delete EQSetting]をクリックして イコライザー設定を削除します。
プリセットも[ O t her ]が用意されています。

オーディオドライバーのユーティリティが起動したら、[ sound ef fect]タブを
選択します。
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Save
名前をつけて設定を
保存します。

Reset
今 の 設 定 を 破 棄 し
て、 デ フ ォル ト 設 定
に戻します。

Enable / Disable
イコライザーの有効 /
無効を設定します。

Load
保 存 し て あ る イ コ ラ イ
ザ ー 設 定 を ロ ー ド し ま
す。

Delete
保存した設定を削除するのに使用します。

Equalizer Selection
イコライザーでユーザーは好きな設定をすることができます。

イコライザーは1 0バンドでレンジ幅1 0 0 H zから1 6 K H zです。
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音 程 調 整 キ ー を
上げます。

音 程 調 整 キ ー を
下げます。

簡 易 カ ラ オ ケ
モ ー ド で 音 楽 を
再生し ます。

Frequently Used Equalizer Setting
ユーザーのニーズによりRealtek HD Audio Sound Manager はシステムに適した
イコライザー設定を搭載します。

使い方

[Pop]、[L ive]、[C lub]、[Rock]ボタンが用意されています。それに、[O thers]ボ
タンを押すと、より多く適した設定が利用できます。

簡易カラオケ機能
[ S o u n d  E f f e c t ]には簡易カラオケ機能があり、音楽ファイルからボーカル域の
出力を抑えた「簡易カラオケ音楽」として再生することが可能です。音程
調整も行えます。

1.簡易カラオケ再生:  [Voice Cancellation]をクリックするとボーカル域を抑
えて音楽を再生します。

2.音程調整キー:  [Up / Down]キーで音量を調整します。
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Mixer
[ M i xe r ]タブでは、リア出力及びフロント入出力の音量設定を行います。
1 .  音量調整
リアもしくはフロントのパネルに接続するスピーカーの音量を調整しま
す。

2. Multi-Stream Function
AL C88 3/AL C88 8ではフロントパネルとリアパネルで異なるリソースの出力を
行うことができます。例えば、フロントパネルからはD V D再生の音声を出力
し、リアパネルからはC D音楽再生を出力することができます。

ツールボックスボタン をクリックするとツールボックスメニューが現れま

す。そこで、「Enable playback multi-streaming」にチェックを入れ、「OK」ボ
タンで設定を保存してください。

注意！

セットアップを行う前にリアもしくはフロントオーディオジャックに
再生のデバイスを正しく接続することを確認してください。

注意！

「mu l t i - s t ream」機能を行う前にリアパネルとフロントパネルにデバイ
スを接続してください。
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ファーストオーディオリソースはリアパネルから出力されます（デフォル

ト設定）。

次にフロントパネル出力（Realtek HD Audio 2nd output）を選択して、ファー
ストオーディオリソースと異なるオーディオ出力プログラムを実行すると、

フロントパネルから出力されます。
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3. Playback control

再生のデバイス

この機能で音声を出力するポートを設定しま

す。また、[multi-streaming playback]を有効
する必要な機能です。

- Realtek HD Audio Output
- Realtek HD Audio 2nd Output

Tool          Mute

Mute
ミュート機能でシングルもしくは複合的なボリューム調整を行い、または

完全に音声を出力することができません。

Tool
- Show the following volume controls
ディスプレイに表示する項目を選択します。
- Advanced controls
- Enable playback multi-streaming
この機能で、主なものしてリアとフロントのチャンネルから、同時に二つ
の異なる音声を出力することができます。
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4. Recording control

録音デバイス

-Realtek HD Digital input
-Realtek HD Audio input

Mute
ミュート機能でシングルもしくは複合的なボリューム調整を行い、または

完全に音声を出力することができません。

Tool
- Show the following volume controls
ディスプレイに表示する項目を選択します。

- Enable recording multi-streaming

Tool        Mute

注意！

ALC883/ALC888はマルチチャンネルレコーディングに対応しています。
以下の四つのチャンネルから一つを選択します。
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Audio I/O
[ A u d i o] タブでは出力チャンネル設定（接続するスピーカー）を選択します。

ユーザーは以下の中から選択します。

a. Headphone ヘッドフォン
b. 2CH Speaker 2chステレオスピーカー
c. 4CH Speaker 4chサラウンドスピーカー
d. 6CH Speaker 5.1chサラウンドスピーカー
e. 8CH Speaker 7.1chサラウンドスピーカー

Speaker Configuration:

1 .オーディオジャックにスピーカーを接続します。

2. 接続したスピーカーが検知され、[Connec ted device]という画面が表示され
ます。接続したタイプのスピーカーを選択してください。
- -デバイスは正しいジャックに接続の場合、デバイスと同じになるジャックの
横のアイコンを検知できます。
-- 接続が正しくない場合、[Realtek HD Audio Manager]は正しいジャックにデ
バイスの接続を案内します。
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Connector Settings

ボタン を押すと、「ConnectorSett ings」ウィンドウが開きます。

Disable front panel jack detection (option)
ジャック検知機能は H D オーディオフロントパネルのみに対して有効です。

Mute rear panel output when front headphone plugged in.

Enable auto popup dialogue, when device has been plugged in
一旦この項目にチェックを入れると、デバイスが接続された場合 [ C on n e c t ed
d evi c e]という画面が表示されます。
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S/PDIF
Sony/Philips Digital Interfaceの省略です。SDIFは音声データーをデジタルで出力
するための規格です。アナログデータに変更する際のデデーターの劣化が
発生しないため、良好な音質を維持することができます。

Output Sampling Rate
   44.1KHz: CD再生時に適しています。
   48KHz: DVD再生及びDolbyサラウンドフォーマットに最適です。
   96KHz: DVDオーディオの再生に適しています。
   192KHz: 高品質のオーディオに最適します。

Output Source
No S/PDIF out: S/PDIF機能を使用しません。
Output digital audio source:  .wav/.mp3/.midiなどのデジタルフォーマットを
出力する場合の設定です。
S/PDIF-in to S/PDIF -out pass though mode:S/PDIF端子から入力したソースを
再生 ( リアルタイム再生のみ、データー保存はできません ) する場合の
設定です。
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スピーカーテスト
スピーカーを接続したらスピーカーテストを行って動作を確認します。画面
のスピーカーをクリックするとクリックしたスピーカーが光り、対応するス
ピーカーから音が出ます。スピーカーから音が出ない場合は接続やスピー
カー自体の動作を確認してください。

オートテストボタン を押すと、自動的に各スピーカーの音を鳴らしま

す。

サ ブ ウ ー
ファー

フ ロ ン ト ラ
イト

リアライト

センター

フ ロ ン ト
レフト

リ ア レ フ
ト

サ イ ド レ
フト

サ イ ド ラ イ
ト
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Microphone
[Mic rophone]タブではマイク入力に関する設定を行います。マイク入力時には
音質を高めるためのノイズ抑制機能[ NoiseSuppression]またはエコーキャンセ
ル[Acoustic EchoCancellt ion]機能を選択することができます。
Acoustic  Echo Cancellt ion機能はハウリング防止止のための機能です。スピー
カーの音をマイクが拾ってしまうと、拾われた音はアンプで増幅され、大き
なノイズを生む原因になります。エコーキャンセル機能は、一定レベル以上
に増幅されてしまいやすい周波数の出力を自動的に抑えます。
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3D Audio Demo
[3DAudio Demo]タブでは3Dサウンドアプリケーション(ゲーム、DVD再生な
ど) 用の、サウンド調整を行います。ユーザーの好みに応じて設定を選択して
ください。
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Information
[ Information]タブでは、ドライバーバージョン、DirectXバージョン、オーディ
オディオコントローラ及びオーディオコーデックなどの情報を表示します。
[ Languagel is t]から表示言語を変更することができます。

タスクトレイにアイコンを表示する/ 表示しないの設定をここで行います。ア

イコン表示に設定すると、 というアイコンが表示されます。そのアイコン

の上で右クリックをするとポップアップメニューが表示され、各種設定画面
にアクセスすることができます。
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スピーカーの接続

マルチ、チャネル、オーディオ動作を行うには、複数のスピーカーをシステ
ムに接続します。ソフトウェア．ユーティリティで選択するオーディオ、
チャネルと同数のスピーカーを接続する必要があります。

2チャンネルモード
2-Ch annel  Modeを選んだ場合、バックパネルオーディオジャックの機能は下
の絵と説明を参照してください。

バックパネル

1 Line In
2 Line Out (フロントチャンネル)
3 MIC
4 使用しません

5 使用しません

6 使用しません

Hardware Setup

3

1

2

6

4

5
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4チャンネルモード

バックパネル

4チャンネルスピーカーを接
続す る 場 合 は 、 フ ロ ント

チャンネルとリアチャンネ
ルに ジ ャ ッ ク を 接 続 しま

す。

4-Channel Analog Audio Output

1 Line In
2 Line Out (フロントチャンネル)
3 MIC
4 Line Out (リアチャンネル)
5 使用しません

6 使用しません

3

1

2

6

4

5
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 6チャンネルモード

6チャンネルスピーカーを接
続す る 場 合 は 、 フ ロ ント

チャンネル、リアチャンネ

ル、 セ ン タ ー ＆ サ ブ ウー
ファーにジャックを接続し

ます。

6-Channel Analog Audio Output

1 Line In
2 Line Out (フロントチャンネル)
3 MIC
4 Line Out (リアチャンネル)
5 Line Out (センター＆サブウーファーチャンネル)
6 使用しません

1

2

6

4

5

3

バックパネル
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8チャンネルモード

8チャンネルスピーカーを接
続する場合は、サイドチャ

ンネル、フロントチャンネ

ル、リアチャンネル、セン
ター ＆ サ ブ ウ ー フ ァ ーに

ジャックを接続します。

8-Channel Analog Audio Output

1 Line In
2 Line Out (フロントチャンネル)
3 MIC
4 Line Out (リアチャンネル)
5 Line Out (センター＆サブウーファー)
6 Line Out (サイドチャンネル)

1

2

6

4

5

3


